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は じ め に

肝 吸虫（iCI01107イhis　sinertぶ ）は東 南アジア地域，殊に

日本，中国大陸，台湾，韓国に広 く分布す る寄生虫で，

そ の感染者数は凡そ1 ，900万人 と推定 されてい る（Stoll1947

）． 日本におい ても ほ とんど全 国的 に 広 く分布 し，

特 に霞ヶ浦， 琵琶湖沿岸，あるいは大きい河川 の流域に

濃厚 に分布 してお り， その住民の60 ％ 以上が感染し て

い る地域 も少 くない． 肝吸虫の感染はそ の第2 中間 宿主

であ る鮑，鮒 などの淡 水魚の生食によるもので，これ ら

淡水 魚を生食 する習 慣のある地域ではどこにで も感染 が

み られる．

肝吸虫感染 者は，そ の寄生数 が少い 場合には普通何等

の症状 を示 さない場 合が多い が，多数 寄生の場 合には各

稷の重篤 な症状が みられ る． かつて桂田（1900）は1 ，000

虫以上寄生 の24 例， お よび100 虫から1 ，000虫 寄生の28

例では， その程度には軽重 の差 があるが， 肝細胞の

萎 縮と脂肪変性が認め られ たと述 べてい る． 現在でも多

くの学者は肝吸虫寄生は細胆管性 硬変 を招来 し，あるい

は胆石発生に重要な役割 を演ず るものと考 えてい る． ま

た 肝吸虫症と肝臓癌の因果関係につい ても確 実な実験的

根 拠はない がこれを肯定す る学 者もあ る．

一方発育史に関しては，ノJヽ林（1912）は 第2 中間宿主 が

淡 水魚，特に鯉科のも のであ るこ とを発見 し，次い で武

藤（1918 ）は第1 中間 宿主 がマメタニシ（八x．rど冫面 河arid心m

のz訪叱万c心）であるこ とをつきとめて以来，内 外多 数

の諸学者によ り全貌が明 かに され てい るが，治 療法をけ

じ めその生物学，特に寄生虫宿主関 係につい ては まだ必

ず しも充分に明かに され てい ない． たとえば， ヒト以 外

の自然界の終宿主としては従来イ ヌ，ネ コがあげられ，

希 に野鼠，ブ タな ど に も感染 が みられると されて い る

が，実験ノjヽ動物に関す る感染実験 につい ては，マ ウスに
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おいてKomiya 　＆　Tajimi　（1953），ラットについてノJヽ林

（1912），　Wykoff　（1958）および著者ら（1965）の報告を除

いては，詳細な研究は余りないようである．

特にラツ冂こついて，小林（1912）は肝吸虫のラット体

内での発育は甚だ遅延すると述べ，　Wykoff　（1958）も家

兎，モルモットに比べてラットは感受性が低かこたと報

告している．しかし，最近横川ら（1965）は動物肝吸虫症

の治療実験に多数のラットを用い，ラットは治療実験に

は極めて有用な動物であることを指摘し，著者ら（1965）

もラット体内における肝吸虫の経時的観察によって家

兎，モルモットに比べてその感受性や発育においても差

違のないことを明かにした．

そこで本実験ではこの剣験室内で取扱いが比較的簡単

でしかも治療実験にはもっとも適していると考えられる

ラットを用いて肝吸虫の感染実験を行い，その感受性，

発育，虫卵の排出などについて詳細な検討を行った．そ

の結果は従来考えられていた点とはことなり，ラットは

肝吸虫に対して，かなり高い感受性を有し，肝吸虫の治

撩実験には好適であることを明らかにすると共に2 ，3

の興味ある結果を得たので以下に報告する．

実験材料と方法

① 使用メタセルカジア

肝吸虫のメタセルカリアは埼玉県北埼玉群北川辺村の

肝吸虫症流行地の池より採集した自然感染のモツゴ（乃－eudorasbora

夕ar口α）から分離した ものを用いた．しか

し，流行地より採集した自然感染のモツゴには成熟メタ

セルカリアの他未成熟メタセルカリアも寄生しており，

その発育時期は一定しないので，採集して来たモッゴは

少くとも1 ヵ月以上実験室内の水槽において飼育した．

（2）メタセルカリアの分離法

モツゴよりメタセルカリアの分離は人工消化法によっ



た．す なわち， まづ モツゴをハサミで細切し，2 ～3 匹

づっ ホモヂイナイ ザー（2，500　rpm） に約1 分間かけて粉

砕し た後， これに約10 倍量の人工消化液（HC1　0 ．7　cc，Pepsin

　（1　：5，000）　0．2g，水100　cc）を加え37 ゜C の孵

卵器 に約1 時 間半放 置する． この魚肉汁が完全に消化さ

れ たこ とを確認し てから， これをMesh ．　No．　16　（opeui－ng

1．000mm ） の篩 で濾 過する． 濾液はしばらく放置し

て その上清 をすて，こ れに再び水を入れて攪拌後しばら

く放置し， その上清 をまたすてる操作を数回繰返し，上

清 か透明に なるまで行っ てその沈渣を解剖顕微鏡下で鏡

検し ながら肝吸 虫のメタセルカリアを分離採集し た．

（3） 実験 動物と感染方法

ラット は纉入後約2 ～3 週間教室で飼育し た体重100

～150　g　の成熟し た 健康 なも の を 用いた． 実験 に用い

た ラット は総数96 匹 でこ れを7 匹から19 匹づっ の12

群 に分け， その各々 に5 個，10 個，20 個，30 個，40 個50

個，75 個お よび100 個の 種々の数の メタ セル カリア

を投与し た．こ れらのラ ットは感染率および感染後の虫

体 の発育過 程を見 るため メタセルカリア 投与後15 日か

ら90 囗間 に剖 検した．

感染 方法 は分離し たメクセルカ ジアの一定数を解剖顕

微鏡下 でかぞえて，毛 細ピペ ットで確実に吸いあげた 後

こ れをラットの口腔深 く注入し ，メタセルカ リア が嚥下

されるのを確認した．

（4） 虫体の検出法

剖 検は際 してはまずエーテルで麻酔した 後，頸動脈切

断 により放 血し，死 に至らし めた．

開腹 後まず肝臓 と胆管を摘出し，最初に肝外胆 管を開

きそこ に寄生する虫体を検出した後，胆管に 沿っ てさら

に肝内胆管 をノヽ サミで開き周囲肝組織を圧迫し て虫体の

回収に努 めた．また虫体 の検出洩 れを防ぐため， 肝臓 組

織 をノヽ サミで細分し，これを圧迫し ながら流 出する胆 管

内容物中の虫体を調べ，最後に細分し た肝組織 を2 枚 の

ガラス板で 圧平し，解剖顕微鏡 で 虫体 の有無 を 精査し

た．

また腹腔は生理食塩水で洗いそ の沈 渣を調べ， 膵臓 は

ガラス板で圧平し ながら 鏡下 に 異所 寄生 の有無 を調べ

た．

回収 され た虫体はす べてCarnoy 氏固定 液で固定し，

染 色にはKirkpatrick 氏 カル ミンを用い， 後日の形態的

観 察に資した．

（5） 虫卵検査法

虫卵検査には48 時間 内の 全 便を用い た． すなわち，
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ラ ットを1 匹づっ隔離し，48時間 毎に全 便 を採集し，こ

れを室温（30°C 前後）に1 昼 夜放 置し乾燥 させた． ラッ

トの24 時間排出便量は新 鮮なものでは その重量 が1 ．5

から2g で あるが， このよ うにして 乾燥させた も の は

その重量 が約1八に減少しほぼ1g に近 いことが わ か っ

た．

虫卵の算定はAMS Ⅲ法およびスト ール変法 の両法に

よった，す なわち，　AMS Ⅲ 法には上述の方法 により一

定度に乾燥 させ た糞 便の0 ．5　gを用い，全 沈渣中 の虫辟

数 を数 え， これを2 倍しEPG とした． ストール変法は

次の如き要領 によっ た， す なわち，30　cc　の目盛がつい

てい る小形 のス トール瓶 にまず正確に計っ た2g の乾燥

糞便を入 れ，そ れに1／10N　NaOH を30　cc　の刻 線までい

れた後，直径3mm のガ ラス玉10 個を加えて， よく振

っ て から，1 昼夜冷蔵庫 に保 存し，完全に溶 解させた．

検査前あらかじ めよく振盪 混和してから，その0 ．15　cc

をピペ ットで 吸い取 り2 枚 の スライドガ ラスに 分けて24

×32　mm　のカ ーバ ガラス を 被せて 検鏡 し， その2 枚

の全視野にある虫卵数を数 え，そ れを100 倍してEPG

とした．

実 験 成 績

（1）メタセル カリア投 与数と感染率 との関係

夫々7 ～19 匹 を1 群 とした8 群の ラットに5 個，10 但20

個，30 個，40 個，50 個，75 個お よび100 個の肝吸

虫メタセルカ リアを経口投与し，30 日後 に剖 検して感染

状態 を調べた． 感 染率は5 イ固投与群 では ラット10 匹中

の2 匹 が陰性 であっ たが（感染率80 ％）， 他の10 個以上

のメタ セル カリアを投与した7 群ではす べてのラ ット か

ら虫体 が見 出された． これ をさらに各群 について投与 メ

タセル カリア数 に対 する検出虫 体数 の平均 比率 （虫 体回

収率） をもとめてみる とTable　1　およびFig ．　1に示し

た如 くで あっ た． すなわ ち，各群 の平均 検出虫体数は5

個投与群 より順 次1 ．8，　3．4，　6．2，　11．2，　10．0，　12．3，15

．6，　12．1で投与 メタセル カリア に対す る 平 均回数率

はそ れぞ れ21 ．6％，　34％，　31％，　30．7％，　25％，　24．5・

％，　20．8％，　12．1％ であっ た． ここ で注 目すべき点は

メタ セル カリア10 個，20個お よび30 個投 与の3 群で は

いず れも虫体回収率が34 　％，　31　％および30 ．7％ と最高

の値 を示 しているが，投与 メタセルカリア数が さらに増

加す ると平均 回収率は逆 に低下 してい くことであった．

（2） ラ ット性別 の感染率 におよぼす影響

宿主 の性 別によ り感染状況差 かおるかどう かを みるた

（247 ）
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Table　l　Infection　and　recovery　rates　of　the　worm　in　rats　given　the　variousnumber　of　the　metacercariae　of　Clonoi

・訪八sinensis

Group

No．　of　rat　used

Dose　of　metacercariae
Infection　rate
Range　of　worm　burden

Average　worm　burden　per　ratAverage　recovery　rate

1
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．6％
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．　1　The　number　of 　worms　recoveredfrom　each　rat　given　various　number　ofmetacercariae　of
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めに，2 群のラット，すなわち，10 匹の雄，7 匹の雌

よりなる第1 群および11 匹の雄，8 匹の雌より なる第2

群にそれぞれ30 個および50 個の肝吸虫メタセルカリ

アを投与し，30 日後に剖検してその感染状態を調べた

（Table　2）．すなわち，肝吸虫メタセルカリア30 個投与

群の雄雌 それぞれの平均検出虫体および平均回収率は10

．9（36．3％）および10 ．0（33．3％），　50個投与群ではそ

れぞれ12．9（25．8　％）および11 ．3（22．6％）であった，推

計学的な分析にStudent’s　V　testを行ってみると30 個

投与群および50 個投与群のいずれの群においても雌雄

の差による検出虫体数あるいは平均回収率には有意の差

は認められなかった（危険率5 ％）．すなわち，ラットの

性別による肝吸虫の感受性には差がないことが明かとな

った．

（3）虫体寄生数と発育の関係

宿主内における寄生虫体数と虫体の発育との関係を解

析するため，感染後15 日，20日，30 日，60日および90

日後のそれぞれの虫体の計測値を寄生虫数別に分けて比

較してみるとTable　3　の如くである．すなわち，感染後30

日の虫体の発育状況をみると，28 虫寄生のラットか

ら得られた虫体の 体長は3．31±0．74　mm，体輻は0 ．93

±0．15　mm であったが，15 虫寄生の場合のそれはそれ

ぞれ6．12±0．23　mm および1 ．57±0．31　mm，2 虫寄生

の場合のそれはそれぞれ7 ．33±0．30　mm および1 ．81±0

．27　mm で，これらに比較し28 虫寄虫の場合は著しく

小さく， ほぼ1／2にすぎなかった．この関係をグラフで

図示したのがFig ．　2である．

Table　2　Comparison　of　the　worm 　burden　in　male　and　female　albino・ratinfected

with　Cya，z。7／jy　j。四丿心

Dose　of

metacercariae

30

50

No ．　ofrats　used

10

7

n

8

Sex Range　of　　　Average
worm　burden　worm　burden

Male

Female
－
Male
Female

7－137

－13

9－248
－18
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10 ．910
．0

12 ．911
．3

Average
recovery

rate

（36
．3％

（33．3％

（25．8％
（22．6％
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Table　3　Measurement　of　the　worms　recovered　from　rats　inthe　different　stages　of　infection

Wormburden

31

8

5

15

5

28

15

4

2

15

4

2

●

●

18
10

2

●●

No ．　ofworm

eχamined

13
16
10

15

5

28

30

12

6

15

12

8

18

10

2

Body　length

3
．82土0．573
．64土0．613
．79土0．634

．57土0．693
．93士0．073

．31士0．746
．12土0．236
．88土0．717
．33士0．366

．07士O。716
．50土0．827
．02土0．307

．55士11．17
．05士0．577
．60±0．14

Body　width
at　level　of

ventral　sucker

0．57±0 ．120
．49±0 ．070
．47±0 ．090

．68±0 ．320
．79±0 ．09

一 一
0．93±0 ．131
．57±0 ．311
．68±0 ．271
．81±0 ．27

一 一一
1．06±0 ．261
．38±0 ．411
．45±0 ．311

．98±0 ．442
．00±0．141
．80±0 ．28

Ant ．　end　of

body　to　ant．

end　of　vent，　sucker
一 一 一0

．79±0 ．29
0．61±0 ．16
0．62±0 ．12

0．73±0 ．14

0．63±0 ．10
－㎜㎜

0．87±0 ．15
1．25±0 ．27
1．54±0 ．23
1．62±0 ．35

－
1．65±0 ．42
1．70±0 ．31

1．80±0 ．40
一 一

1．39±0 ．77
1．69±0 ．21
1．45±0 ．22

8　10　12　14　16　18　20　22　24　26　28

Fig．　2　The　effects　of　worm　burden　on　the

growth　of　Clonorch 心 吋。aj心　in

albino－rats　infected　for　30　days

しかし他の15 日，20 日，60 日，あ るいは90 日後の

薗 では18 匹以上 の寄生は 認 められ なかっ たが2 匹から

：18匹寄生の範囲では 寄生数 と 虫体 の発育 との 関係には

有 意の差は認められなかっ た．

（4） ラ ット体内での肝吸虫 の成熟お よび排 卵開始 の時

期

ラ ット体内での肝吸虫 の発育 （大 きさ） は同 じ時 期の

もの， あるいは同一宿主 より得 た虫体の間でも時 々可成

り著しい差 がみとめられる場合があ る．し かし著 しく多

数 寄生し ，その発育の阻害がみられ ない限 卵ま，　Table

（249 ）
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一

－ －

3 でも明かなように感染後虫 体は急速 に発育 し虫体 の体

長 は感 染後15 囗から30 日までに凡そ2 倍の増加がみら

れ るが， その後は比較的緩か となっ てい る． また体幅 も

感染後15 日では体長のおよそ1／7であるが感染後30 日の

もので は約3 倍に増加し体長 の約1／2となっ ているが，そ

れ以 後の発育 は比較的緩か となっ てい る．

こ れらの内部 臓器の発育状況を染色 標本 について調べ

た結果 は次の如 くであっ た． す なわち， 感 染後15 日の

虫 体で は観 察し た29 虫 の内22 虫にはすでに子宮 の起始

部 に数 個から数10 個の虫卵 または 卵殻の形成を 見 るこ

とが出来， 感染 後20 囗の虫 体20 虫ではその全べてに子

宮起始部 のおよそ1／2より全長 に至っ て肝 吸虫卵で充満 さ

れ てい るこ とがたしかめられ た．す なわち， 感染後 ほぼ20

日前 後でラ ット 内肝吸 虫は 成熟型 に至 るこ とが 明 か

に された． なお5 匹寄生 の場合 も，15 虫寄生の場合 でも

す べての虫体に同じよ うに虫卵 の形成 がみられた． また30

日後の28 虫寄生 の 場 合 そ の大き さは 著しく 阻害 さ

れ てい たが，子宮内には多数 の虫卵が充 満してい た．以

上 のこ とからたとえ多数寄生 のyjヽ虫体とい えど も子宮内

に虫卵の形成される時期 はそ れほど差 がないよ うに思 わ

れる．

次に排卵開始の時期に つい ては25 匹の ラ ットにつ き

感染 後15 日から毎 日AMS Ⅲ 法 による糞便検査を行っ

た． その結果はじ めて便内 に虫卵を認 めたものは感染 後17

日の2 匹で，以後18 日に 工匹，19 囗4 匹，20 日4 匹21

日1 匹，22 日5 匹，23 日3 匹，24 日2 匹，25 日2 匹
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26 日1 匹で 感染後26 日以内に す べて 虫卵陽性 と なっ

た． これを虫体の寄生数との関係におい て図示 したもの

がFig ．　3　である． すなわち， 寄生数1 から10 であっ た
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Fig ．　3　Prepatent　period　of　Cya。θ，TゐISjw

。j5　1n　albino－rats．

13 匹 では感染後17 日から25 日の間に（平均21 ．1日）す

べて虫部が陽性となっ てお り， 寄生数11 から20 の群 で

は，17 日から26 日（平 均20 ．1日）の間に全例 虫卵陽性

とな り， 寄生 数21 匹以上 の3 例では 排卵開始 の 時期は

それぞ れ感染 後22 日，23 口および25 日（平均23 日）で

あっ た． 以上 の成績から，21 虫以上 の 寄生例数が少い

ので， 明かなことは云え ない が，20 虫以 下の寄生の場合

排 卵開始の時期と寄生数 の間には有意 の差 は認められな

かっ た．なおこの場合排卵開始の時期 とい うのは糞便内

に 虫卵 の見出された時 期を意味している ので，真 の虫体

の排卵 開始 の時期 はこ れより多 少早いか も知れない．し

かし ラット の場 合胆嚢 がない ので産 卵された胆管内虫卵

は直ちに胆管内に流出 されると考えられるので， 両者の

間にはそれ程大き な差は ない と思 われる．

（5）排卵数（EPG ）につい て

肝 吸虫の 糞便内排卵数， すなわち，1g の 糞 便内の

虫卵 数（EPG ）についてはすでに多 くの報 告があるが虫

卵数算定 の方 法， 宿主の種類， 糞便の性状，寄生虫 体数

等，多 くの因子がからみあっ て研究者によっ てそ の成績

も必ずし も一致してい ない． 今回 はラ ットを終宿主 とし

た場合のEPD について観 察し た． すなわち，25 日以内

に虫卵が陽性になった14 匹 のラットについ て感染後26

日よ り3 日間隔で 感染後60 日までストール 法変 法で虫

卵 数を算定し，60日後剖 検し て寄生 虫体数を調べた．剖 検

（250 ）

寄生数が明らかにされたラットの内，2 虫寄生の6 匹，4

虫寄生の4 匹および12～15虫寄生の3 匹を3 群とし，

それぞれの肝吸虫1 匹当りの1 日の糞便内にみられる彑

卵数，ナなわち，　EPD　per　worm　の平均値を求めてグ

ラフで示したものがFig ．　4である．なお感染後17 日よ
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，　4，　and　12－15　worms　in　theperiods　from　26　days　to　60

days　after　infection

り25 日以 内の成績 は い ずれの群も排卵数 の 変動が著 る，

しく安定し てい ない ので比較 には不 適当と考え， これ ら，

は割愛し，26 日以 後60 日までの凡 そ1 ヵ月 間の 成績を

示 した．そ の結果はFig ．　4で明 かなように， 各群共に

比較的安定した虫卵数を示してお り，そ のEPD は2 虫

群，4 虫群および12 ～15 虫群でそれぞれ1250 ，　650 およ

び560 を示 した． すなわち，2虫寄生群，4虫寄生群 およ

び12 ～15 虫寄生群 との間にはそ れぞれEPD　per　worm ．

に多少 の差 異がみられるが， その程度の差が，果し て意

味 があ るか否 かは今後さらに検討の必要があ ると思 われ

る．

考　 察

肝吸虫の ラットに対 する感染 実験 はすでにノJヽ林（1912 ）



の報告があり，それにはラットでは発育が甚だ遅延し，

且成熟には長期間を要するとのべている． またWykoff

（1958）はラットに50 個，100 個，　300個，　500個，　1，000

個と種々の数のメタセルカリアを投与し，ほぼ投与メタ

セルカリアの6 ％のみが成熟するにすぎず，この値から

モルモット，あるいは家兎に比べて感受性がかなり低い

としている．しかるに最近著者および吉村ら（1965）はラ

ットを用いての感染実験からその発育は他動物に比べて

遅延することがなく，50 個の投与数ではその16 ％が成

虫として廻収されたとし，さらに吉村．蔡（1965）は肝吸

虫のラットにおける単数寄生の実験においてもその30．4

％が感染成立し，20日前後で成熟産卵することを報告し

ている．そこで，このような相違を明確にするため，さ

らにラットがこのように肝吸虫に対し感染し易く，実験

動物として好適であるとするならば，これに関する詳細

な基礎データを得る必要があると考え本実験を企てた．

すなわち，治療実験その他に今後ラットを用いて実験を

行う場合には，もっとも適当なメタセルカリア投与数，

あるいは虫卵排出時期，1 匹当りの排卵数等を明確にし

ておくことは非常に有益なことと考えた．以下に本実験

の成績について項目別に考察を加えることにする．

（1）肝吸虫のラットに対する感受性について

いずれの寄生虫を問わず，感染成立の因子の一つとし

て，幼虫が充分に成熟し，感染能力を有していることが

必要である．肝吸虫の感染型であるメタセルカリアにつ

いて，長野（1936）は肝吸虫のメタセルカリアは第2 中間

宿主体内で23 日以上を経過してはじめて感染能力を有

する成熟メタセルカリアとなるとし，　Komiya　＆　Tajimi

（1940）は第2 中間宿主に感染したメタセルカリアは15

日で既に形態的にはほとんど完全な発育を示しているが35

日後にはじめて成熟メタセルカリアといえるとのべて

いる．著者はこの点を考慮して，流行地から採集された

モッゴを水槽内で1 ヵ月以上人工的に飼育した後にメタ

セルカリアを分離しこれを感染に供した．次にラットの

肝吸虫に対する感受性をみるために，これらのメタセル

カリアを5 個，10 個，20 個，30 個，40 個，50 個，75

個，　100個づっラットに投与して， その感染率を比較し

た．その結果は5 個投与群の80 ％を除いては，10 個以

上のメタセルカリアを投与した全べてのラットに感染が

成立した．これを虫体回収率から見ると，　100個投与の12

．1　％を除いて最低20 ．8％から最高31 ％の間を示し

た．特に10 個投与群で34 ‰　20 個投与群で31　％，　30
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個投 与では30 ．7　％で，それ以上 のメタセノレカリア を投与

した場合は回収率の低下 するのが認められた．す なわち

ラ ットに肝吸 虫の メタセルカリアを与えた 場 合10 個か

ら30 個の間 がもっ とも 適当な数である こ とが明 かにさ

れた．このこ とは肝吸 虫のラット ヘの感染のcapacity ，あ

るいは能率 といっ た点 から甚だ興味あるばか りでなく，

今後 ラットを用い て感 染実験を行 う場合 の基盤 を与えた

もの とし て 注目したい． この ことは先に 述 べた 如 く，Wykoff

　（1958 ）がラ ットに50 以上1 ，000個の多数 のメタ

セルカ リアを投与 したところ，そ の感染率 が著し く悪 か

っ たため，“ ラット は肝 吸虫に対し感受性 が低い ”とし

た理 由を明かにしたもの と考えられ る．

（2） ラ ット体内での成熟 と虫体の発育，排 卵開始につ

い て．

著者 は吉村ら（1965 ）とともに ラットにおい て肝吸虫 の

虫体の形態的 発育状況を継時的に詳 細に検索したが，そ

の際寄生数の多少と 発育 との関 係， す なわちcrowdingeffect

にっいてはふ れなかっ た． そこ で 本実験におい て

は感染後15 日，20 日，30 日，60 日，90 日後におい て

は回収された虫体数と虫 体の大 きさ（体長および体輻）

との関係を検討した， そ の結果 はい ずれの群 において も

一般 には時 日の経過 とともに 体長お よび 体幅の増加が共

通し てみとめられたが， 寄生数 と虫体の体長 および体幅

との間には18 虫以内 の寄生 の場 合 必 ずし も 有意の関 係

は認められなかっ た． し かし28 虫寄生 の 虫体では同一

時 期の28 虫以下 の 寄生 虫体と 比較し て 明か に 体長お

よび体幅の縮少を み とめた． これは 恐ら く　crowdingeffect

による発育阻害 と考 えても よい と思われる．す で

に小林（1912 ）およびFaust 　＆　Khaw 　（1927） はネコお よ

び モルモ ットについて同 様な所 見を認 めてい る．ラ ット

ではその寄生部位た る胆管系 の腔隙が犬， 猫，家兎等 に

比較 してはるかに狭少であ るこ とや，多 数寄生 の場合 の

栄 養摂取の 不足等が 関与す るで あろ うことは 明かで あ

る． しかし本実験で明 かなように， 虫体の大き さに は差

があっ て 乱　 い ずれの場 合も 感染 後20 凵前後で内部 臓

器は発育を 完了し排卵 が開始 され うることが 確認 され

た．

ラ ット内肝吸 虫の排卵 開始 の時 期については， 著 者お

よび吉村ら（1965） は20 日前 後の形態的 成熟に引続 くも

のと述べた 耿　 本実 験の 結果 では 初めて糞便に 虫卵 が

みと められ たのは感染 後17 日で，26 日以 内に すべ てが

虫卵陽性 となっ た．こ のことは小林（1912 ）やFaust 　＆Khaw

　（1927 ）のネコにおけ る成績 と大差 はみと められ ず

（251 ）
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またKomiya 　＆　Tajimi（1953）のマウスにおけるそれと

も近似していた．ただ排卵初期の虫卵は異形卵が多く，

またその内容も不完全なものが認められているが，この

ことはyJヽ林（1912），　Faust　＆　Khaw（1927）も指摘してお

り，湯本（1936）は排卵初期の虫卵はミラシヂウムなきを

特徴として記載し，氏家（1936）は幼弱期に多数不完全卵

が形成されるのはこの時間において卵細胞と卵黄細胞の

卵殻腺の中央腔での時期的不一致に基因するとのべてい

ることは興味深い．

（3）ラット内肝吸虫のEPG について

先にもふれたように肝吸虫のEPG については多数の

報告がなされているが宿主動物の種類や感染時期の条件

寄生数の多寡あるいは集卵法の選択等により必ずしも成

績は一致していない．

横川・湯本（1935）は分島法を用いて犬のEPD　perworm

は2 ，095であるとし，　Faust　＆　Khaw（1927）はス

トール法により犬では1，125， モルモットでは1，600，

猫では2 ，400と報じ，　Wykoff　（1958）もまたストール法

により家兎のそれは4 ，000と報告した，斉藤・堀（1936）

はホルマリンエーテル法とストール法を併用して家兎と

大ではEPD　per　worm　がそれぞれ2 ，000，モルモット

とラットは1，000であると報告している．

なお，　Faust　＆　Khaw（1912）や斉藤と堀（1963）は寄生

数の増加によってEPD　per　worm　の減少がみられるこ

とをも指摘している．

本実験からはEPG　per　worm　が2 虫寄生の場合1，250，4

虫寄生の場合650，　12～15虫寄生で560 が得られた．

これまでの経験からラットの1 日排便総量は1 昼夜の乾

燥量としてほぼ1g であるから，これらの値をそのま

まラットのEPD　per　worm　として検討すれば，先人が

指摘したように寄生虫数の増加とEPD とには逆相関の

存在が推察されうる．しかし，本実験では例数も隕られ

ており，且またその観察期間も限定されているので，さ

らに詳細な検討が望まれる．猶，本実験において肝吸虫

のラットの感染後の虫卵数はほぼ1 ヵ月前後で安定した

値を示すことが明かにされた．先人の犬，猫の如き大動

物を用いての便内虫卵の算定では糞便の一部のみについ

ての計測であるため，その結果は便の性状，あるいは便

内虫卵の分布状況により種々の影響を受け易いと考えら

れるが，ラットにおいては24 時間内の全便を検査しう

る点々，ラツとでは胆嚢を欠如するという解剖学的特殊

性から糞便内虫卵数は他の動物に比し，それ程著しい影

響を受けるとは考えられない．したがって治療実験ある

い はその他糞便内 虫卵 数を実験成績の判定資料とする場

合 はラットを用い るのがもっ とも適当と考えられる．す

なわち， ラットには10 コ～30 コの メタセルカ リア を与

え るのが適 当で， この場合感染後1 ヵ月前後で排卵数も

安定 してくる．

ただWykoff 　（1958） は家 兎に ついてそ のEPD　perworm

は一定 の周 期性 を持っ て変動するこ とを みてい る

が， ラ ットではこ の点 につい ては明かでなく今後長期観

察を行い 検討 する考えである．

ま と め

肝吸 虫メタセルカリアを ラットに5 　3，　10　n，　20　＝t，30

　3，　40　＝r，　50　n，　75　3，　100コ 宛経 口投与 し，そ の

感受 性， 発育，排 卵開始の時期お よび排卵数につい て相

互に比較 検討し次の如き結果がえられた．

（1）　5 コ以上100 コのメタ セルカ リアを投与 したラッ

トでは，5 コ投与群 の 感染率 が80 ％で あっ た外 は， す

べて感染率は ］．00％であっ た．

103 ，　20コお よび30 コ投与群では虫体 の回 収率 は30

％前後を示したが，これ以上 のメタ セル カリアを投 与し

た場合の回収率は低下ナ るこ とが明 かとなっ た．

なおラ ットの性別によ る感受性 の差は認 められなかっ

た．

（2）虫体は いずれ の場合 も20 日前 後で 形態的 に発育

をとげ引っ づき排卵がみ られ るこ とがわかっ た． はじめ

て糞便内虫卵 が検出された のは 感染 後17 囗で，以 後26

日までに検査対象 のすべて が虫卵陽性 となっ た． その平

均 は21 ．2日であった．

（3）　2 虫寄生，4 虫寄生，12 ～15 虫寄生 ラットの3 群

についての 感染後26 日 より60 日 までの 糞 便内排卵数

（EPD　per　worm ）の検査では， いずれ の群 も それぞれ

安定した値 を示し，寄生数増加 にっ れてその値は多 少減

少する傾向 がみ られた，

以上 の成績 より肝吸虫 のhost －parasite　relationship　と

い う観点 から ラット の肝吸 虫に対す る感受性 が論議 され

た．

擱筆するに当 り終始 御懇 篤な御指導と御校閲い ただい

た横川 宗雄 教授並びに本実験に際して常に御教示， 御協

力 をいただいた吉村裕之助教授以下寄生虫学教室 の諸氏

に深 く感謝 の意を表します．

（252 ）
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Abstract　i

L
．．．．．．．．．．．．．．．．．．1

EXPERIMENTAL　STUDIES　OF　C £0入りRCH1S 　SINENSISIN　ALBINO

－RATS

Shao　SlUNG　Tasai

（D やartmt？7・／可 八zΓasitology，　Sc加ol　of　Aをdicine，　Chibaびniversiり ，　Chib・rz，ゐpar ，・）

The　e χperimental　study　was　designed　to　make　clear　the　susceptibility，　development ，　seχualmaturity　and

egg　production　of　CX・norc みis　5みlensis　in　albino－rats　infected　with　various　numbersof　metacercariae　of　C

． 。sinensis．　5，　10，　20，　30，　40，　50，　75　and　100　mature　metacercariae　weregiven　respectively　per　OS　to　each　albino

－rat　of　8　groups　ranging　from　7　to　19．

（1 ）　Infections　were　secceeded　in　a11　cases　of　the　groups　except　the　group　giving　5metacercariae

，　in　which　two　cases　out　of　ten　failed　to　be　infected．　The　result　showed　that　thereis　no　difference　in　the　susceptibility　between　male　and　female　albino

－rats　in　the　groups　giving　30and　50　metacercariae

．　In　groups　given　10，　20　and　30　metacercariae　more　than　30 ％ 　of　themwere　found　to　reach

seχual　maturity ．

The 　average　recovery　rate　decreased　in　the　groups　given　more　than　30　metacercariae ．

（2 ）　There　were　no　retardation　of　time　for　reaching 　sexual　maturity　in　rats　infected　withless　than　28　worms

．

However ，　the　crowding　effect　concerning　to　the　size　of　the　developed　worms　were　observedin　the　rats　infected　with

more　than　15　worms ．

The　result　of　stool　examination　of　the　25　albino－rats　with　AMS　Ill　concentration　techniquerevealed　that　the　prepatent　period　varied　from　17　t0　26　days　with

　mean 　of　21．1　days．

（3 ）　Egg　production　of　the　infected　rats　with　different　worm　burdens　ranging　from　2　to15

　worms 　were　examined　by　using　AMS　Ill　concentration　technique　and　modified　Stall ’s　dilutionegg　counting　method　from

26　days　to　60　days　after　infection．　All　of　the　rats　showed　stable　eggcount　ranging　from　500　to　1000　per　day　per　worm　and　there　was

a　tendency　of　decreasing　egg

production　with　increasing　the　number　of　worms ．

（4 ）　The　host －parasite　relationship　between　albino－rat　and　（：7a。・rch 八μ。c。sis　was　discussed．

（254 ）




